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服部 倫卓 

 

 前回に引き続き、2020年の年頭に当たって、当会の事業対象国であるロシア・NIS諸国の政治・経

済・国際関係の動向を概観するレポートをお届けする（図表および注の番号は、前回からの通し番

号となっている）。 

 前編では欧州系の国を論じたので、後編では中央アジア諸国および南コーカサス諸国について論

じる。なお、前編の配信後に、ロシアでV.プーチン大統領が改憲を提案するとともに、D.メドヴェージェ

フ内閣が総辞職、M.ミシュスチン新内閣が発足するという大きな出来事があった。この動きについて

は、筆者の個人的な見解を他のところに寄稿しているので14）、そちらを参照していただきたい。また、

本速報掲載の「ロシアでミシュスチン新内閣が成立」もあわせて参照されたい。 

 

 

 2019年３月にN.ナザルバエフ氏がカザフスタン大統領の座から退くことを発表したのは、同国のみ

ならず、2019年のロシア・ユーラシア圏のトップニュースと言うべき大きな出来事であった。もっとも、

ナザルバエフが初代大統領、政権与党「ヌル・オタン」党首、国家安全保障会議議長として今後も

実質的な最高権力者に留まることは、周知のとおりである。この問題については、当会の刊行物です

でに情報を発信しているので15）割愛し、ここでは地域の国際関係に及ぼすインプリケーションについ

てのみ触れる。 
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